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準にDOP－PCR（degenerate oligonucleotideqprimed polymerase chain
reaction）増幅と標識方法（Nick translation標識とRandom priming標
識）によるMetaphase CGHとArray CGHの結果に対する影響を比較検討し
たものである。その結果、（1）1コピー変化の検出感度、特異度の検討が
可能であった。（2）Metaphase CGHでもArray CGHでも染色体の領域とし
ての増減についてはDOP－PCRの影響は小さいと考えられた。（3）Random
priming標識の方がNick translation標識よりも検出感度は高く、偽陽性
率は低かった。
本研究によりCGHでのRandom priming標識は優れた方法であることが示
され、1コピー変化の検出の可能性を指摘したもので、博士（医学）rの学位
を授与するに値すると評価された。
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